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北九州市の芸術文化情報マガジン　

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

6月6日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2018.Julyかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

7 月

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第14回グループＹわい水彩画展
絵画

4㈬～10㈫
10:00～18:00 無　料 グループＹわい水彩会

093（962）1023

gaze11第12回作品展
写真 11㈬～17㈫ 無　料 日曜写真クラブ

090（2390）0610

森和会絵画作品展
絵画 25㈬～31㈫ 無　料 森和会

093（922）5346

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで

「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始

北九州芸術劇場 
市民ギャラリー 

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州子ども劇場7月低高合同例会
「ピアニカの魔術師」（サウンドポケット） 1㈰

15:00 会　費
※ 子ども劇場会員でない方はお問い合わせください

北九州子ども劇場
093（884）383418:30

めぐみバレエアート25周年ガラコンサート 8㈰ 16:00 指定席 ￥4500
自由席 ￥3000

めぐみバレエアート
0836（35）3663【空閑】

銀河鉄道999　40周年記念作品
舞台『銀河鉄道999』～GALAXY�OPERA～

21㈯
12:00 指定席 ￥9300

Ｕ-25シート（6歳～ 25歳） ￥5500

※対象：小学生以上

東京音協
03（5774）303017:00

22㈰ 12:00

中
劇
場

北九州芸術劇場プロデュース／市民参加企画
合唱物語「わたしの青い鳥2018」
今年で15周年、メーテルリンクの名作にオリジナルの詞と曲で綴る合唱物語

1㈰ 15:00
大人 ￥1500

子ども（3歳～中学生） ￥1000
マタニティ割引 ￥1000

※対象：3歳以上

北九州芸術劇場
093（562）2655フィリップ・ドゥクフレ／DCA

「新作短編集（2017）―Nouvelles�Pièces�Courtes」
ダンス、映像、トリッキーな視覚表現で魅了する、ドゥクフレの最新作!!

7㈯～
8㈰ 14:30

一般 ￥6000　ユース（24歳以下） ￥3000
子ども（4歳～中学生） ￥1500

親子セット券（一般＋子ども） ￥6500
高校生〔的〕チケット ￥1500

※対象：4歳以上
※ 演出の都合により、開演後の

入場ができない場合あり

北九州市民劇場7月例会　俳優座「春、忍び難きを」

9㈪ 18:30

会　費

※対象：小学生以上
※ 市民劇場会員でない方は 

お問い合わせください

北九州市民劇場
093（541）0075

10㈫～
11㈬ 13:30

12㈭ 12:30

13㈮
13:30
18:30

14㈯ 13:30

夢追いJAZZコンサート 21㈯ 14:30 ￥1500
※対象：小学生以上

夢追いコンサート実行委員会
090（9577）1111【雨宮】

第210回北九州市民寄席「柳亭市馬�独演会」 22㈰ 14:00
一般 ￥3900
会員 ￥3100

※対象：小学生以上　※当日各￥500増

NPO法人 古典落語を守る会
080（2024）4774

LIP�BABY�DANCE�CONTEST�2018
DANCE�BATTLE�with�HEAD�HUNTER�福岡大会 29㈰ 12:30 一般 ￥2500

未就学児 ￥1500
スタイルフレーバーダンスセンター

093（582）4000

小
劇
場

「劇トツ×20分」2018
九州各地の演劇猛者たちによる短編バトル！優勝はどの団体の手に!? 8㈰ 13:00

一般 ￥1500
高校生〔的〕チケット ￥1000
※対象：小学生以上

北九州芸術劇場
 093（562）2655

Play�On�Passion�2018 13㈮ 19:00
一般 ￥3780

学生（小～大学生） ￥2700
幼児（3歳～ 6歳） ￥1080

※対象：3歳以上　※当日各￥540増

㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342

立川生志�落語会　第6回ひとりブタっちゃ 14㈯ 14:00
一般 ￥3500

大学生以下 ￥2000
※対象：小学生以上　※当日各￥500増

シアターネットプロジェクト
092（739）2318

ホワイト�“White”
スコットランドからやってきたふしぎな2人組による目にも耳にも楽しい物語

20㈮～
21㈯

11:00 大人 ￥2500
子ども（2歳～高校生） ￥1000

親子セット券 ￥3000
※対象：2歳以上　※開場時間は開演時間と同じ

北九州芸術劇場
 093（562）265514:00

22㈰ 11:00

Midsummer�Concert　～真夏の夜の華麗なる調べ～ 27㈮ 19:00
一般 ￥2000

小～高校生 ￥1000
※当日各￥500増

la glycine コンサート事務局
090（5024）2141【松藤】

上原裕子ピアノリサイタル　6人の若い芽とともに 28㈯ 15:30 一般 ￥2000
小学生以下 ￥1000

幼児音楽教育センター
093（931）0026



14
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

7 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第13回�夢のハーモニーコンサート
シューマン/幻想小曲集 Op.73　ほか 6㈮ 19:00

一般 ￥3000
学生（小～大学生） ￥1000
※全席自由

クレシエンドの会
090（7928）8054【廣田】

マリアズガーディニア�20周年記念コンサート
いのちの歌、オペラ座の怪人　ほか 7㈯ 14:30 一般 ￥1000

※全席自由
マリアズガーディニア

090（7988）4750【久光】
後藤トモ子ピアノ教室発表会
ベートーヴェン:ピアノソナタ第21番「ワルトシュタイン」から　ほか 8㈰ 12:30 無　料

※全席自由
後藤トモ子ピアノ教室
093（931）2685【後藤】

第18回�声楽発表会�～青木つくし門下生による～
歌のつばさに、夏の思い出、ヴォラーレ　ほか 15㈰ 14:00 無　料

※全席自由
つくしの会

090（7152）6261【青木】

ピアノ発表会 16㈪㈷ 13:00 無　料
※全席自由

コスモスの会
093（741）6750【古賀】

響ホールワンコインコンサート2018
松本蘭（ヴァイオリン）
ピアソラ:リベルタンゴ、サラサーテ:ツィゴイネルワイゼン　ほか

20㈮ 11:45
一般 ￥500

※対象：小学生以上　
※全席指定 響ホール音楽事業課

093（663）6661響ホールアーツスタッフ養成講座〈第2回〉�
レセプショニスト養成講座

①21㈯
②22㈰ 10:00

無　料
※対象：18歳以上　※要事前申込、10㈫締め切り　
※①の座学編のみの受講も可

八幡東区平野1-1-1　 093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分 
「国際村交流センター」徒歩3分　 年末年始、隔月1回（不定休）　 240台（有料）北九州市立響ホール 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデュオ（トリオ） 7㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10：00～22：00(カフェは20：30まで※天空ジャズ開催日以外のカフェの営業時間は
「関門海峡＆門司港レトロ」ホームページをご確認ください)、入館は閉館30分前まで　 「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 こども文化

パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018門司

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

１
階

多
目
的

A
︱
１

《関門》夢とロマンの帆船模型展
約80隻の世界の帆船を展示。7/22㈰、8/5㈰帆船模型作り教室開催※要事前申込 7/14㈯～8/11㈯㈷ 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151２

階
多
目
的

ホ
ー
ル

マンスリージャズ
出演：ニュースクランブル、LPS 8㈰ 14:00～

16:00 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 こども文化

パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
１
・
2
階

こんしん行脚展　−あのね！母さん…− 6/28㈭～7/2㈪ 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151日韓友好作品展 5㈭～11㈬ 無　料
※11㈬は15:00まで

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

門司市民会館まつり�第7回門司カラオケフェスタ
歌自慢約120人が歌謡教室などでの練習の成果を披露します。 22㈰ 9:30 無　料 門司カラオケフェスタ実行委員会

093（321）2907

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　
「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始門司市民会館 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
松浦孝�テラコッタ展
独自の世界観の立体と平面作品、および小作品約20点を展示 １㈰～29㈰ 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

門司区東港町6-72 港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始門司港美術工芸研究所 門司

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
祈りのかたち―仏教美術入門� 障
仏画や仏像など各時代の仏教美術作品を一堂に。ルオーの油彩画も展示 開催中～9/2㈰ 一般 ￥700　高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093（332）0251

列品解説
学芸員が展示作品をわかりやすく解説します

8㈰ ①11：00
②14：00

無　料
※入場料が必要22㈰

講演会「あの世のはなし−仏教美術入門」
講師：立畠敦子氏（佐賀県立博物館・美術館学芸員） 14㈯

14:00～
15:30

（受付13：30～）

一般 ￥800
（入場料込）

※要事前申込（定員120名）

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　 「門司港駅」徒歩8分　
「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始出光美術館（門司） こども文化パスポート

2018

こども文化
パスポート
2018門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

松永文庫企画展「北九州市ゆかりの作家原作映画資料展�その1」 4/11㈬～7/8㈰ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

松永文庫企画展「平和を願う戦争映画資料展」 7/11㈬～10/14㈰ 無　料
松永文庫リニューアルオープン5周年記念
「オカリナで奏でる映画音楽コンサート」

映画音楽やクラシック音楽を、癒しのハーモニーでお贈りします。オカリナ：柿内美緒　ピアノ：海野綾子
22㈰ 14:00～

16:00
￥500

※会場：旧大連航路上屋２階ホール　
※高校生以下無料

門司区西海岸1-3-5(旧大連航路上屋1F)　 093(331)8013　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日(祝日の場合は翌日休館)松永文庫 門司



13 2018.Julyかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

7 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童
劇
場

たなばたまつり
七夕飾り作り、震災チャリティー 絵本コンサート 1㈰ 10:00　　 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

てあとる☆もんど＆劇団「笑夢優花」合同演劇公演
演目：あらっ？ビアンナイト～ちょっとおかしな千夜一夜物語～ 16㈪㈷ 14:00 無　料

図
書
室

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映　「にじいろのさかな②ぼうけん編」日本昔ばなし「織姫と彦星」ほか 8㈰ 14:00 無　料

おはなしワールド
絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど　出演：おはなしポケット 28㈯ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ホ
ー
ル

ムーブフェスタ2018　市民企画事業
公募による約100の市民団体が歌やダンスの発表、映画上映会などを予定

7㈯～
28㈯

お問い合わせ
ください お問い合わせください

ムーブフェスタ2018実行委員会
北九州市立男女共同参画センター・ムーブ

093（583）3939

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　

所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

小倉北区城内2-1　 093（561）1210　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし小倉城 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
天
守
閣

1
階

小倉城　所蔵品展� 障
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑他）約30点を展示 開催中 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
天
守
閣
4
階

市
民
の
広
場

小倉城映え写真展� 障
小倉城フォトコンテストの応募作品のうち30作品を展示、一般投票を行います。 開催中～16㈪㈷ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
北九州まちづくり応援団

093（541）0191

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 こども文化

パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

企画展「水墨画の魅力�～逸伝の画家たち～」� 障
逸伝の画家たちに焦点を当て、水墨画の魅力に迫ります。 7/4㈬～9/2㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園
093（582）2747和

室
・

立
礼
席

納涼茶会
恒例の夏のお茶会です。 1㈰ 9:00 一般 ￥1500　小中学生 ￥700

（薄茶二席・入館料込）

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分

年末年始、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

舞台『刀剣乱舞』悲伝結いの目の不如帰
4㈬ 18:00 S席 ￥9800

一般 ￥7800
※S席売り切れ

株式会社マーベラス　ユーザーサポート
0120（577）4055㈭ 12:30／18:00

6㈮ 12:00／17:30

第34回福岡県吹奏楽コンクール
7㈯ 14:30 一般 ￥1500　団体 ￥1300

小学生 ￥1000
※全席自由

福岡県吹奏楽連盟
080（9100）5665【宮武】8㈰ 10:00

和田アキ子50周年コンサート 10㈫ 19:00 S席 ￥8000　A席 ￥7500
B席 ￥7000

MIN-ON北九州
093（884）1833

長良グループ演歌フェス2018
山川豊・田川寿美・岩佐美咲・はやぶさ 12㈭ 13:00 S席 ￥6500　A席 ￥5500 （株）鈴木企画

092（285）4864
北九州市民文化大学　文化講演会
講師：加藤登紀子（歌手） 14㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州童謡・唱歌かたりべの会　第29回定期演奏会 16㈪㈷ 13:30 全席自由 ￥1000 北九州童謡・唱歌かたりべの会
093（652）6241【天川】

Hiroko�ピアノコンサート
ピアノ：水上裕子 21㈯ 18:00 一般 ￥3000　学生 ￥2000

※当日各￥500増　※全席自由
HMエンターテーメント

080（5621）1352

平成30年度�北九州吹奏楽コンクール 28㈯～
29㈰ 10:00

一般自由席 ￥1300
学生（小学生以上） ￥1000
※当日￥200増

北九州吹奏楽連盟事務局
090（1340）5364【圡谷】

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　
11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）※8月のみ20:00まで開館　 「小倉駅」徒歩2分　 火曜日、ただし夏休み期間無休、年末年始北九州市漫画ミュージアム こども文化パスポート

2018

こども文化
パスポート
2018

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

新海誠展　−「ほしのこえ」から「君の名は。」まで−� 障
気鋭のアニメーション作家・新海誠の創作の秘密に迫る企画展。 7/21㈯～9/24㈪㉁

一般 ￥1000　中高生 ￥500　小学生 ￥250
[常設展セット券]
一般￥1200　中高生￥600　小学生￥300

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海峡マンガ合戦～中国ブロック�F-22KAZE～� 障
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ。 5/12㈯～7/13㈮ 無　料

常設展入場料が必要

北九州漫画家列伝～ライトノベル作家特集～� 障
福岡県・山口県ゆかりのライトノベル作家について出版資料等で紹介 5/12㈯～8/17㈮ 無　料

常設展入場料が必要

銀河鉄道999名言書作展「書の銀河」� 障
銀河鉄道999アニメ放映40周年を記念して行う企画特別展。 6/2㈯～8/2㈭ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール� 障
テーマ①簡単なお話作り
　　　②４コマ漫画を描こう！（チャレンジ北九州国際漫画大賞）

①8㈰
②29㈰

13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

対象：小学3年生以上　※要事前申込、定員各先着20名

漫画体験� 障
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

14㈯ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日各先着20名、途中参加可16㈪㈷



12
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

7 月

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

陶芸体験「夏休み特別体験教室・ランプシェード作り」
テラコッタ土でランプシェードを作る体験です。
※製作時間目安90 ～ 120分、焼き上がり8月下旬予定　

1㈰～
29㈰

（月・火除く）

10:00～
12:00 体験料 ￥1050

※ 要事前申込（電話にて受付）、
各回定員16名

※小学校低学年は保護者同伴 平尾台自然の郷
093（452）2715

13:00～
15:00

平尾台観光祭「なつはなび」
花火までの時間もステージイベントが開催されます。 28㈯

15:00～
21:30

（花火 20:40～）
予定

無　料

夏の高原「平尾台ピクニックコンサート」
高原音楽堂で開催の野外コンサート。
出演：ジョン・ルーカス［ゴスペル］、平岩祥子［ピアノ］、北九州市小倉少年少女合唱団

28㈯ 17:30～
20:00

一般 ￥2500　小～大学生 ￥1000
親子ペア ￥3000

※当日￥500増　※全席自由
※当日は平尾台自然の郷へお問い合わせください

カルストの会
080（1743）0903【金田】

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 9:00～17:00（3月～11月）※夏休み中の休日は18:00まで開園　 「小倉南IC」約20分 　
「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　 「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）平尾台自然の郷 こども文化

パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多
目
的

ホ
ー
ル

「歌とピアノの奏べ」
歌　酒井京子　　ピアノ　湯田美津子　　 4㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン　加来洋子　　ピアノ　湯田美津子　　 18㈬ 14:00 無　料

小倉北区船場町1-2　 093（551）3011　 10:00～19:00
「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　 年末年始水環境館 こども文化

パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

小倉北区室町1-1-1 リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 年末年始および館内整理日　 有料北九州市立美術館分館 こども文化

パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ブルーノ・ムナーリ� 障
20世紀イタリアを代表する芸術家、デザイナーのブルーノ・ムナーリ。絵画、彫刻か
ら、グラフィック・デザイン、インダストリアル・デザインなど一挙に公開。

開催中～8/26㈰

一般 ￥1100
高大生 ￥ 600
小中生 ￥ 400

※ 20名以上の団体料金　 
一般￥900　高大生￥400　小中生￥300

北九州市立美術館分館
093（562）3215

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立文学館 こども文化
パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

北九州市立文学館第26回特別企画展「まど・みちおのうちゅう」�障
詩人のまど・みちおの生涯を創作ノート、日記、絵画などの資料で紹介します。 7/21㈯～9/17㈪㈷

一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

※21㈯は10:30から　
※ こども文化パスポートの適用あり

北九州市立文学館
093（571）1505

「まど・みちおのうちゅう」開会記念講演会
有田順一さん（周南市美術博物館館長）が、「まど・みちおの詩と絵」と題し講演を行います。 21㈯ 11:00～

12:00 無　料

「まど・みちおのうちゅう」展示解説� 障
まど・みちおについて、展示資料を紹介しながら学芸員が解説します。 28㈯ 14:00～

14:40 無　料

長野ヒデ子さん講演会「まどさん�まどさん�だいすき�まどさん！」
「せとうちたいこさん」シリーズで著名な絵本作家の長野ヒデ子さんによる講演です。 29㈰ 13:30～

15:00
無　料

※ 要事前申込、定員50名、3㈫から電話受付開始

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
新
館
7
階

大
画
廊
・

小
画
廊

日本画・洋画�特選版画展
国内外の物故巨匠から現存の人気作家までの版画を展示 11㈬～17㈫ 無　料 小倉井筒屋　大画廊・小画廊

093（522）2521

新
館
7
階
大
画
廊

棟方志功作品展
20世紀の美術を代表する巨匠の作品を展示 6/27㈬～7/3㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521

日本画・洋画�特選版画展
国内外の物故巨匠から現存の人気作家までの版画を展示 4㈬～10㈫ 無　料

穴吹哲二郎��油絵展
関門風景・九州風景・外国風景などの回顧作品と新作を展示 18㈬～24㈫ 無　料

独自の技術と視点で技術と向き合う�塗装職人アートShin作品展 25㈬～31㈫ 無　料

新
館
7
階
小
画
廊

夢の世界をのぞいてごらん　ノブ・サチ油絵展
子供たち・夢・希望をテーマに描いた新作約30点を展示 6/27㈬～7/3㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

劉�耀宗��夢幻の桂林山水画展
故郷、桂林の風景を美しく描きあげた山水画の新作を中心に展示 4㈬～10㈫ 無　料

〈墨彩画・書・陶磁器〉佐藤勝彦の世界展
ダイナミックで生命感溢れる墨彩画や書・色彩豊かな陶芸品など約100点を展示 18㈬～24㈫ 無　料

秋山�巌・豊英　木版画二人展
山頭火、ふくろうなどで知られる世界的版画家の親子二人の作品を展示 25㈬～31㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休小倉井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

開館20周年記念　特別企画展「清張オマージュ展」� 障
清張から創作の情熱を得たアーティストによるオマージュ作品を紹介。 7/21㈯～10/31㈬

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500

中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

北九州市立松本清張記念館 こども文化
パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

7 月

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
福岡臨床美術作品展
主催　福岡臨床美術士会 （FCAT） 6㈮～8㈰ 無　料

※ 6㈮は13:00から、8㈰は15:00まで
旧百三十銀行ギャラリー

093（661）9130
さんのすん（美容、着付け、着物の展示）
主催　KABURE 25㈬～29㈰ 無　料

※29㈰は16:00まで
090（6633）8133【松川】

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第8回　朗読と音楽の平和コンサート� 障 29㈰ 14:00 大人 ￥600　小人 ￥300
※当日大人￥100増

読み聞かせボランティア「おとぎぞうし」
093（961）3420【戸次（べっき）】

若松区ひびきの2-5  学術研究都市　 093（695）3691　 10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　 年末年始現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
CCA20+�プロジェクト　バンカー・パレス展
パリを拠点に活動する3人の若手建築家グループの作品

6/4㈪～8/10㈮
（日・祝休み）

無　料
※土曜日は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分

月曜日（祝日の場合は翌日休館）、ただし夏休み期間無休、年末年始　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） こども文化パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

夏企画展～机の上のイノベーション～たのしい文具の世界展� 障
オドロキ先端文房具から、なつかしい文房具も展示します。 7/14㈯～9/30㈰

大人 ￥500
小人（小中学生） ￥250
※小学生未満無料

北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分

年末年始、6月下旬頃(約1週間)　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） こども文化パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

夏の特別展「へんてこモンスター�～海から始まったその軌跡～」
大昔と今の奇妙な形や生態を持つ生物（現生・化石標本）を500点以上展示 7/14㈯～9/24㈪㉁

大人 ￥800
高大生 ￥500
小中生 ￥400

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

いのちのたび博物館
093（681）1011

夏の特別展関連イベント「タッチプール」
ヒトデやウニなどの生きた海の生物とふれあうことができます。

20㈮ ①11:00
②14:00

要特別展入場料
※ 小学生以下は保護者の参加が必要27㈮

夏の特別展関連イベント「ギャラリートーク」
特別展会場で学芸員が奇妙な生きものの不思議を解説します。

24㈫ 14:00 要特別展入場料
※ 小学生以下は保護者の参加が必要31㈫

室内講座「植物細密画を描いてみよう！」
初心者向けに、描きかたの基本と要点を段階に分けて指導します。 8㈰ 13:00

材料費 ￥200
※対象：小学生以上
※ 要事前申込（小学生は保護者同伴）

歴史講演会「小倉祇園太鼓について」
講師：別府大学文学部史学・文化財学科教授　段上達雄氏 14㈯ 13:30 資料代 ￥500

※ 小学生以下は保護者の参加が必要

ジオハイキング「生きた化石、カブトガニの不思議」
曽根干潟に生息している生きた化石カブトガニの謎にせまります。 16㈪㈷ 10:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上　
※ 要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

夏休み教室「権現山の昆虫観察会」
権現山の昆虫を観察します。 21㈯ 10:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上　
※ 要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

室内講座「ミニ掛軸を作ろう」
掛軸の製作を体験し、職人の高度な技術に接します。 22㈰ ①10:00

②13:30
材料費 ￥1500

※ 対象：小学4年生以上（小学生は保護者同伴）
※要事前申込

いのたび自然塾「藍のたたき染めでオリジナルエコバッグを作ろう！」
博物館の畑で収穫した藍を使ってオリジナルのエコバッグを作ります。 27㈮ ①10:30

②13:30
材料費・保険代 ￥200
※ 要事前申込（小学生以下は

保護者の参加が必要）

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立児童文化科学館 こども文化

パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

工
作
室

天体写真入門講座
デジタルカメラやスマートフォンでの天体撮影方法を学びます 8㈰ 13:30～

15:30

￥200
※対象：小学生以上　
※小学3年生以下は保護者同伴
※ 先着20名、6/23㈯から電話受付開始

児童文化科学館
093（671）4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ� 障
プラネタリウム観覧後、夏の星空を望遠鏡で観察

①21㈯ 19:30～
21:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※ 中学生以下は保護者の参加が必要
※ 各先着100名、①は7㈯から、②は21㈯から電話受付開始②28㈯

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

大
集
会
室

宇宙（そら）ガール・宇宙（そら）ボーイ天文講座
テーマは「火星が近づく！」今注目の火星についての講演と解説 22㈰ 10:00～

12:00
無　料

※ 対象：小学4年生以上　
※ 先着60名、6/30㈯から電話受付開始

会
議
室

サイエンスショー
「花火を科学してみよう」 22㈰ 14:00～

14:50 無　料

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

美
術

展
示
室

第10回若松美術協会会員作品展
美術作品展

1㈰～
8㈰

10:00～
17:00

無　料
※8㈰は16:00まで

事務局
090（7166）8748【松尾】

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00
「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始　 110台（共用）　若松市民会館 
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

7 月
八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　 7/4、18、19北九州市立子どもの館 こども文化
パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
レ
イ

ル
ー
ム

七夕おたのしみ会
短冊に願いを書き、笹の葉に飾ります。その他アニメや歌など 7㈯ 13:00～

14:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　  

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市制55周年記念　魅惑の鍵盤楽器シリーズ
小曽根真�JazzLiveコンサート 7㈯ 16:00

一般 ￥ 5500　　　友の会 ￥5000
ペア ￥10000　高校生以下 ￥3500
※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席指定

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

黒崎祇園山笠50周年記念事業 8㈰ 13:00 無　料
黒崎祇園山笠保存会

093（642）5151
黒崎祇園山笠　太鼓競演会 21㈯ 14：00 無　料

デフ・パペットシアター・ひとみ「河の童ーかわのかっぱー」北九州公演 22㈰ 14:00 一般 ￥2000　中学性以下 ￥1000
※当日￥500増

特定非営利活動法人 北九州市聴覚障害者協会
093（881）0114

第28回グレンツェンピアノコンクール北九州予選 28㈯ 11:00 無　料 グレンツェンピアノ研究会
0995（22）4158

北九州市制55周年記念　魅惑の鍵盤楽器シリーズ
清塚信也　ピアノリサイタル 29㈰ 14:00

一般 ￥ 5500　　　友の会 ￥5000
ペア券 ￥10000　高校生以下 ￥4000
※対象：4歳以上、4歳以上はチケットが必要 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

中
ホ
ー
ル

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 10㈫ 13:00 ￥500

第47回クラウン全国吟詠コンクール九州地区大会 16㈪㈷ 9:30 無　料 福岡県吟剣詩舞道総連盟 北九州地区委員会
093（612）7813【河野】

第37回新きたきゅう音楽塾�in�黒崎　～音楽を楽しみながら極める～
「ルネサンスの歌曲とダンス」

太田耕平（リュート）・渡辺浩行（フラウトトラベルソ）他  福岡バロックダンスの会
18㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

夏のリトルコンサート（ピアノ発表会） 21㈯ 14:00 無　料 ひまわりの会
093（601）0562【山下】

いしかわ音楽教室ピアノ発表会 22㈰ 13:15 無　料 いしかわ音楽教室
090（2081）5999【石川】

丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ
第１回おさらい会 28㈯ 17:30 無　料 丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ

093（621）5531

ポコ�ア�ポコ�コンサート�2018 29㈰ 13:30 無　料 コスモスピアノ教室
093（622）0902【佐々木】

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

バングラデシュの手仕事��ノクシカタ刺繍
1000年の歴史を持つバングラデシュの伝統刺繍の作品を展示 3㈫～8㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

夏のこっとう展
李朝、伊万里などの陶芸品や漆器、ガラスの器などを展示 10㈫～15㈰ 無　料

薩摩切子展 17㈫～22㈰ 無　料

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　
「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始および館内整理日北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

第35回北九州書展
書

10㈫～
15㈰

9:00～
17:00 無　料 北九州書道協会

093（761）0049【和田】

グループ連展
洋画

17㈫～
22㈰

10:00～
18:00

無　料
※22㈰は17:00まで

グループ連絵画クラブ
093（651）4557【島村】

平成30年度高文連北九州地区高校書道展
書

23㈪～
29㈰

9:30～
17:00

無　料
※23㈪は13:00から

高文連書道部門北九州支部
0930（56）0049【則行】

第十一回北九州地区高等学校書道教員展
書

7/30㈪
～8/5㈰

10:00～
17:00

無　料
※7/30㈪は13:00から、8/5㈰は16:00まで

福岡県高等学校書道教育研究部会北九州地区
090（4999）5007【福元】

展
示
室
1

宇宙人からのメッセージ上映＆パネル展
その他 1㈰ 11:00～

17:00 無　料 JRM福岡
080（5888）3137【宮原】

北九州染織協会会員展
工芸

2㈪～
8㈰

10:00～
17:30

無　料
※2㈪は13:00から、8㈰は17:00まで

北九州染織協会
093（951）9184【児玉】

展
示
室
2

日本書学館北九州地区書道展
書

6/30㈯
～7/1㈰

10:00～
17:00

無　料
※6/30㈯は11:00から、7/1㈰は16:00まで

日本書学館北九州地区協議会
080（6426）6478【二階】



平成30年度「こども文化パスポート事業」（期間：平成30年7月21日～8月31日）

出光美術館（門司） 門司港レトロ展望室 旧大連航路上屋 北九州市漫画ミュージアム 
北九州市立小倉城庭園 北九州市立美術館本館／分館 北九州市立文学館 北九州市立松本清張記念館 
北九州市立水環境館 平尾台自然の郷 北九州イノベーションギャラリー 北九州市立いのちのたび博物館 
北九州市立児童文化科学館 北九州市立子どもの館

夏休み期間を中心に、文化施設をはじめとするさまざまな施設に無料または一部割引で入場できるなど特典が受けられるパスポート。 
子どもたちが、地域の文化・歴史・自然に接することにより豊かな心を育むとともに、親子のふれあう機会を増やすことを目的としていま
す。北九州市およびその他の対象地域の学校等に通っている、もしくはお住まいの３歳から中学生までに配布します。詳しい内容は、北九
州市ホームページにてご確認ください。　※平成30年7月11日以降確認可能（予定）

事業参加施設
かるかる ７月号掲載

こども文化パスポートhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/

こども文化

パスポート
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芸術・文学・文化
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名所・史跡
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博物館・資料館

はくぶつかんしりょうかん

KODOMO BUNKA PASSPORT 2018

KODOMO BUNKA PASSPORT 2018

目指せ！ 夏休み冒険マスター！
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります
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2018年
7月号表紙
戸畑祇園大山笠行事

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

戸畑祇園大山笠行事　
ユネスコ無形文化財遺産、国指定重要無形民俗文化財

（戸畑区）〈画：西川幸夫〉

Culture&Cultivate

かるかるCulCul
特集

2018北九州国際音楽祭
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ

音楽｜いろはにぴあの

7
July
2018

Vol.63

北九州市の芸術文化情報マガジン

9 2018.Julyかるかる

7 月

■ 北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ
　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）　
「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　 210台　

月曜日(祝日・振替休日の場合翌日休館)、年末年始 北九州市立美術館本館 こども文化
パスポート
2018

こども文化
パスポート
2018

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

森山安英　解体と再生� 障
1987年以降の全シリーズを一堂に会し、生涯、北九州の地で「絵とは何か」を
問い続ける森山の全貌を明らかにする初の大規模展覧会。

開催中～7/1㈰
一般 ￥1100

高大生 ￥600　小中生 ￥ 400
※20名以上の団体料金
　一般￥900　高大生￥400　小中生￥300

北九州市立美術館
093（882）7777

写真展�岩合光昭の世界ネコ歩き� 障
NHK BSプレミアムの人気番組の写真展。動物写真家・岩合が世界各地の番組
ロケで出会ったネコたちの撮影写真を中心に、番組未公開映像なども公開。

7/14㈯～8/26㈰
一般 ￥1000

高大生 ￥600　小中生 ￥ 400
※ 前売り及び20名以上の団体料金
　一般￥800　高大生￥400　小中生￥200

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅰ　特集�色と形にみる音のはじまり� 障
「色・形・音」をテーマに、色彩や造形などの視覚効果だけでなく、イメージをふ
くらませ、音や音楽を喚起させるような作品を厳選。

開催中～7/29㈰
一般 ￥150

高大生 ￥100　小中生 ￥ 50
※20名以上の団体料金
　一般￥120　高大生￥80　小中生￥40

ア
ネ
ッ
ク
ス

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

安川弘造木彫展
彫刻 3㈫～8㈰ 無　料

※8㈰は16:00まで
090（4906）5992【安川】

北九州市中学校美術部合同展
洋画・日本画・彫刻・工芸・写真・その他 7/31㈫～8/5㈰ 無　料 北九州市中学校文化連盟

093（641）0576【鍬本】

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第42回北九州少年少女合唱祭
歌の大好きな少年少女たちの合唱の祭典。豊かなハーモニーを披露します。 1㈰ 13:00 無　料 （公財）北九州市芸術文化振興財団 音楽事業課

093（663）6661

一般社団法人�JASTA�STRING�ENSEMBLE�CONCERT�in�北九州2018 16㈪㈷ 14:00 無　料 （一社）日本弦楽指導者協会北九州支部
090（9725）6969【濵田】

第60回�戸畑祇園ばやし研究競演会 22㈰ 14:00 無　料 戸畑区役所　総務企画課
093（871）2316【秋月】

北九州市中学校演劇部合同発表会
夏に集え！演劇魂‼　今年も燃えます。どうぞご来場ください。 28㈯ 10:00 無　料 北九州市立槻田中学校

093（651）1921【善家】

混声合唱団コール・フェスタ　CONCERT2018 29㈰ 14:30 ￥1000
※中学生以下無料

コール・フェスタ
090（4488）9574【岩田】

中
ホ
ー
ル

岡田�将�ピアノコンサート
岡田 将 ベートーヴェンを弾く！ 8㈰ 14:00

一般 ￥5000
学生 ￥3000

※対象：4歳以上

メロディー音楽企画
083（231）7898【香河】

佐藤しのぶ�ソプラノ・リサイタル
平和を明日へ・リメンバー　佐藤しのぶ：ソプラノ　森島英子：ピアノ 15㈰ 14:00

Ｓ券 ￥8000
Ａ券 ￥6000

※対象：小学生以上　※全指定席

北九州楽友協会
093（622）1900【江里口】

第11回音の夢ピアノコンクール鳥栖ピアノステップ「北九州予選」
ピアノが大好きな人達の夢をコンクールに託します。参加をお待ちしています。 16㈪㈷ 13:00 無　料

音の夢ピアノコンクール・
鳥栖ピアノステップ実行委員会

0942（83）7062【鈴木】

古楽器の響き～リコーダーを迎えて～
リコーダー、チェンバロ、リュート等　古楽器と歌のバロックコンサート。 19㈭ 19:00

一般 ￥2500
小学生～高校生 ￥1500
※当日￥500増

080（2784）8576【中原】

第8回�ＡＭＡ�ピアノと歌と管弦のコンクール�九州・山口大会
ピアノ声楽などのソロアンサンブルを演奏して、良い演奏は表彰されます。 21㈯ 12:00 無　料 ピアノと歌と管弦のコンクール実行委員会

080（4697）2010【田村】
交
流

プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
出演／オンドマルトノ（電子楽器）奏者：西山恭子、ピアニスト：榎元圭 12㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360
9:00～22:00　 「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　 年末年始八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ�BOSSA-NOVA�CLUB　音楽のある街づくり�ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施 14㈯ 12:00～

13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB
093（671）0411【石橋】

4月12日（木）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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6月12日（火）16：00までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、
レインボープラザ、北九州芸術
劇場プレイガイド・インフォメ
ーション、響ホールなど

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
さらに使いやすくなりました！

http://www.kitakyushu-culcul.jp

■コンテンツ内容
New  イベントカレンダー
New  キーワード・ジャンル検索
New  リンク集

□文化施設案内
□情報誌バックナンバー（PDF）
□情報誌記事

メディアサイトかるかる 検索

　
以
前
の
勤
務
先
で
、
先
輩
先
生
に

「
優
秀
な
学
生
さ
ん
の
ケ
ア
に
も
尽

力
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
」
と
進

言
し
、
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
優
秀
な
学
生
さ
ん
は
自
分
で
頑
張

っ
て
も
ら
っ
た
ら
良
い
の
で
す
」
。

　
私
の
小
学
２
年
の
生
徒
さ
ん
に
、

頭
脳
明め

い

晰せ
き

で
好
奇
心
に
溢あ

ふ

れ
、
し
か

し
、
ち
ょ
っ
と
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い

な
女
の
子
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼
女

が
ず
っ
と
悩
ん
で
い
ま
す
。
「
学
校

の
授
業
時
間
が
ね
、
つ
ま
ん
な
く
感

じ
る
の
。
私
は
も
っ
と
も
っ
と
た
く

さ
ん
勉
強
し
た
い
の
に
ね
、
な
ん
だ

か
の
ん
び
り
し
て
る
の
」
。
学
校
は

好
き
だ
し
、
お
友
達
と
会
う
の
は
と

て
も
楽
し
い
け
れ
ど
、
勉
強
に
関
し

て
は
ず
い
ぶ
ん
物
足
り
な
い
様
子
。

気
に
病
ん
で
、
少
し
体
調
を
崩
し
た

の
で
、
学
校
の
先
生
に
相
談
す
る
と
、

「
あ
な
た
は
と
て
も
優
秀
だ
か
ら
、

自
分
で
頑
張
っ
て
ね
」
と
言
わ
れ
た

そ
う
で
す
。
ど
こ
か
で
聞
い
た
言
葉

で
す
。
私
は
、
「
無
理
な
と
き
は
行

か
な
い
っ
て
い
う
方
法
も
あ
る
よ
」

と
伝
え
、
今
で
は
少
し
心
が
軽
く
な

っ
た
そ
う
で
、
学
校
に
行
き
な
が
ら
、

ネ
ッ
ト
な
ど
の
家
庭
学
習
に
勤い

そ

し
ん

で
い
ま
す
。

　
「
落
ち
こ
ぼ
れ
を
つ
く
ら
な
い
工

夫
」
に
注
力
し
、
平
均
値
を
上
げ
る

こ
と
に
は
絶
大
な
力
を
誇
る
日
本
の

教
育
。
日
本
が
世
界
も
羨う

ら
や
む
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
素
晴
ら
し
い
国
で
あ
る

の
は
、
ま
さ
し
く
教
育
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、傑
出
し
た
才
能
を
伸
ば
す
の

に
長た

け
た
人
材
の
起
用
が
少
な
い
の

は
残
念
で
す
。教
育
の
価
値
観
を
も
っ

と
多
様
化
さ
せ
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。

教
育
現
場
の
価
値
観
を
多
様
化
へ

『第９回湧き上がる音楽祭』
チラシ

■
第
９
回
湧
き
上
が
る
音
楽
祭

【
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
】
８
月
５

日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
。
指
揮
は

山
下
一
史
。
演
奏
は
、
五
島
知
美
、

山
﨑
明
、
栗
山
か
な
え
、
谷
昂
登
ほ

か
。
一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
５
０
０
円
、
当
日
各
５
０
０
円

増
。北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
。【
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
】８
月
12
日（
日
）

午
後
６
時
30
分
開
演
。
一
般
２
０
０

０
円
、
大
学
生
以
下
１
０
０
０
円
。

戸
畑
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
。
【
室
内

楽
演
奏
会
】
８
月
18
日
（
土
）
午
後

２
時
開
演
。
バ
イ
オ
リ
ン
デ
ュ
オ
、

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１

０
０
０
円
。
同
19
日
（
日
）
午
後
３

時
開
演
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
１
０
０
０

円
、
当
日
５
０
０
円
増
。
共
に
戸
畑

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
。
【
独
創
企
画

演
奏
会
】
８
月
18
日
（
土
）
午
後
５

時
開
演
。
一
般
１
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
０
０
０
円
、
当
日
各
５
０

０
円
増
。
北
九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
。

※
各
公
演
の
開
場
は
開
演
の
30
分
前
。

全
席
自
由
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
北
九
州
市
制
55
周
年
記
念

清
塚
信
也
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

７
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
ピ
ア
ノ
清
塚
信
也
。

曲
目
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
月
の
光
」
、

シ
ョ
パ
ン
「
バ
ラ
ー
ド
１
番
」
ほ
か
、

自
身
作
曲
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
曲
を
演
奏
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
一
般
５
５
０
０
円
、
友
の

会
５
０
０
０
円
、
ペ
ア
券
１
０
０
０

０
円
、
高
校
生
以
下
４
０
０
０
円
。

３
歳
以
下
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『清塚信也ピアノリサイタル』
チラシ

■
舞
台
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』

～G
ALAXY O

PERA

～

７
月
21
日
（
土
）
正
午
と
午
後
５
時

開
演
。
同
22
日
（
日
）
正
午
開
演
。

開
場
は
開
演
の
30
分
前
。
北
九
州
芸

術
劇
場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町

／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。

『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
の
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
放
映
40
周
年
を
記
念
し
舞
台
化
。

原
作
・
総
監
修
、
松
本
零
士
。
出
演
、

中
川
晃
教
、
ハ
ル
カ
、
染
谷
俊
之
、

矢
沢
洋
子
、
雅
原
慶
、
美
山
加
恋
、

入
野
自
由
、
凰
稀
か
な
め
、
平
方
元

基
ほ
か
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、
指

定
席
９
３
０
０
円
、
Ｕ
－
25
シ
ー
ト

５
５
０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

21
日
（
土
）
は
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
シ

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

ョ
ー
有
り
。

東
京
音
協

０
３
（
５
７
７
４
）
３
０
３
０
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１
９
９
６
年
度
に
実
施
さ
れ
た
長

野
角か

ど

屋や

敷し
き

遺
跡
（
小
倉
南
区
大
字
長

野
）
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
幅
約

８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
36
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約
６
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
の
木も

っ

簡か
ん

が
出
土
し
ま
し
た
。

（
図
１
）

　
木
簡
と
は
文
字
の
書
か
れ
た
短
冊

状
の
板
で
す
。
出
土
し
た
木
簡
は
下

方
が
折せ

っ

損そ
ん

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
た
文
字
を
読
み
解
く

と
、
郡
の
長
官
で
あ
る
物も

の

部の
べ
の

臣お
み

今い
ま

継つ
ぐ

が
、
部
下
で
税ぜ

い

長ち
ょ
うと
い
う
役
職
に
あ

っ
た
膳

か
し
わ
で
の
お
み
す
み
の
ぶ

臣
澄
信
を
役
所
に
呼
び
出
す

た
め
の
召
喚
状
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
澄
信
は
仕
事

を
さ
ぼ
っ
て
不
始
末
を
お
こ
し
、
長

官
か
ら
直
々
に
呼
び
出
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

　
「
只
今
暁
参
向
於
郡
家
不
得
延
怠
」

（
こ
の
明
け
方
に
郡
家
に
参
向
せ
よ
。

遅
れ
て
は
な
ら
な
い
）
と
命
じ
ら
れ

て
い
て
、
至
急
に
、
そ
し
て
遅
刻
し

企
き

救
く

郡
ぐう

家
け

はどこだ

な
い
よ
う
に
と
、
わ
ざ
わ
ざ
釘く

ぎ

を
さ

さ
れ
て
い
ま
す
。
身
か
ら
出
た
銹さ

び

と

は
い
え
、
澄
信
は
さ
ぞ
か
し
肝
を
冷

や
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
木
簡
は
、
書
か
れ
た
内
容
や

同
じ
場
所
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
年

代
か
ら
奈
良
時
代
末
頃
か
ら
平
安
時

代
初
頭
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

て
、
当
時
の
役
人
の
具
体
的
な
名
前

や
役
所
の
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と

の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
こ
の
頃
の
日
本
は
天
皇
を
中
心
と

し
た
中
央
集
権
的
な
国
家
を
形
成
し

て
お
り
、
各
地
は
国
・
郡
・
郷
と
い

う
段
階
的
な
単
位
で
区
分
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
国
や
郡
に
は
そ
の

地
域
を
所
管
す
る
役
所
が
置
か
れ
て

い
た
の
で
す
。
長
野
角
屋
敷
遺
跡
を

含
む
北
九
州
市
の
東
半
部
一
帯
は
、

豊
前
国
企
救
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た

か
ら
、
澄
信
は
企
救
郡
家
に
呼
び
出

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
「
郡
家
」
と
い
う
の
が
郡
の
役

所
の
こ
と
で
す
。

　
１
０
３
０
（
長

ち
ょ
う

元げ
ん

３
）
年
に
記
さ

れ
た
『
上

こ
う
ず

野け
の

国く
に

交
代
実
録
帳
』
に
よ

る
と
、
郡
家
は
税
と
し
て
集
め
た
米

の
倉
庫
で
あ
る
「
正

し
ょ
う

倉そ
う

」
、
政
務
が

行
わ
れ
る
「
郡ぐ

ん

庁ち
ょ
う」
、
宿
泊
施
設
で

あ
る
「
館た

ち

」
、
役
人
に
食
事
を
給
す

る
た
め
の
「
厨く

り

家や

」
と
い
う
複
数
の

施
設
群
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

あ
り
方
は
、
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
各
地
の
郡
家
の
様
相
と

も
一
致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
立
ち

並
ぶ
建
物
群
が
方
向
を
東
西
南
北
に

そ
ろ
え
、
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
た

状
況
も
確
認
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ち

な
み
に
澄
信
の
役
職
「
税
長
」
と
は

正
倉
の
管
理
者
の
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
で
は
企
救
郡
家
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
市
内
各
地
で
数

多
く
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
実
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な

い
の
で
す
。
と
は
い
え
、
全
く
ヒ
ン

ト
が
な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

役
所
で
は
多
く
の
役
人
が
働
き
、
地

域
の
人
や
物
な
ど
の
情
報
を
文
字
を

使
っ
て
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
役
所
周
辺
か
ら
は
文
字
の
書

か
れ
た
遺
物
や
硯す

ず
り
な
ど
の
文
房
具
、

ま
た
ベ
ル
ト
飾
り
の
一
部
や
緑

り
ょ
く

釉ゆ
う

陶

器
、
越え

っ

州し
ゅ
う

窯よ
う

系け
い

青せ
い

磁じ

な
ど
の
高
級
食

器
等
、
当
時
の
役
人
以
外
は
あ
ま
り

使
用
し
な
か
っ
た
も
の
が
出
土
す
る

の
で
す
。

　
北
九
州
市
で
は
小
倉
南
区
横
代
、

長
野
、
貫
、
朽
網
一
帯
に
こ
れ
ら
の

出
土
遺
物
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
ど
こ
か
に
郡
家
が
存
在
す

図2　三郎丸遺跡第4地点出土の「廣」と
書かれた墨書土器

図1　長野角屋敷遺跡出土の木簡

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
、
小
倉
北
区
城
野
の
三
郎
丸
遺

跡
に
お
い
て
大
量
の
墨
書
土
器
と
緑

釉
陶
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
、
少
し

状
況
が
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
（
図

２
）

　
澄
信
が
呼
び
出
さ
れ
た
企
救
郡
の

行
政
の
中
心
、
企
救
郡
家
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
。
北
九
州
市
の
古
代
を

考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
の

一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

参
考
文
献

前
田
義
人
編
１
９
９
９
年『
長
野
角
屋
敷
遺
跡
』(

財)

北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団

前
田
義
人
１
９
９
９
年「
長
野
角
屋
敷
遺
跡
出
土
の

「
郡
召
」木
簡
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
』第
13
号（
財
）北

九
州
市
教
育
文
化
事
業
団

山
口
裕
子
編
２
０
１
７
年『
三
郎
丸
遺
跡
第
４
地
点
』

（
公
財
）北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

裏 表

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
9
月
号
で
す
】

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・ 北九州市立埋蔵文化財センター〈小倉北区金田1の1の3　093（582）0941〉
 北九州市を掘る（89） 『城下町小倉」から「軍都小倉」へ ―小倉城御用屋敷跡の調査から―
  小倉城御用屋敷跡から出土した江戸時代～近代の瓦、煉瓦、陶磁器など45点を展示
 常設展もあり 
 【入館料】無料　【開催期間】4月24日（火）～8月26日（日）まで 
 【開館時間】午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
 ※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
・黒崎歴史ふれあい館〈八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ1F〉 
 常設展開催中／『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』
　　　　　　　 『シュガーロード・発掘物語』
 【入館料】無料　
 【開館時間】午前9時～午後5時(入館は午後4時30分まで)※年中無休

hiroba
埋蔵 文化財 遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　調査係長

中村利至久  Toshihisa Nakamura

6月6日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



銀河鉄道999まち歩きフォトスポットMAP

ゴム製コースター（１種）

紙製コースター（９種１セット）

鉄製ペーパーウェイト（１種）※完売しました
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２
０
１
８
年
は
、
北
九
州
市
出
身

の
漫
画
家
、
松
本
零
士
名
誉
館
長
の

代
表
作
で
あ
る『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』

の
ア
ニ
メ
放
映
開
始
40
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
松
本
名
誉
館
長
が

傘
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
、
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
「
松
本
零
士
２
０
１
８
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
銀
河
鉄
道
９

９
９
ま
ち
歩
き
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
と
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー

ル
グ
ッ
ズ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ビ
ル
の
壁
面
か
ら
空
に
向
か
っ
て

モ
ノ
レ
ー
ル
が
走
り
出
す
さ
ま
が
印

象
的
な
小
倉
駅
。
そ
の
未
来
的
な
デ

ザ
イ
ン
が
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
の

世
界
を
想
起
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

こ
の
駅
に
は
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』

に
ま
つ
わ
る
松
本
名
誉
館
長
の
思
い

出
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
小
倉
南
高

校
を
卒
業
後
、
漫
画
家
と
し
て
大
成

す
べ
く
、
な
け
な
し
の
金
で
買
っ
た

東
京
行
き
の
片
道
切
符
を
手
に
小
倉

駅
か
ら
汽
車
に
乗
り
込
ん
だ
、
若
き

日
の
松
本
名
誉
館
長
。
そ
の
決
然
た

る
思
い
が
、
メ
ー
テ
ル
と
共
に
９
９

９
号
で
旅
立
つ
星
野
鉄
郎
少
年
に
宿

り
、
名
作
を
生
み
だ
し
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
歴
史
的
背
景
に
思
い
を
い

た
し
つ
つ
、
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や

銅
像
な
ど
小
倉
駅
周
辺
の
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
銀
河
鉄
道
９
９
９
ま
ち
歩
き
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
市
内

公
共
施
設
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
、
ま

ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
下
水
道
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
、
『
銀
河
鉄
道
９

９
９
』
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が

２
０
１
８
年
５
月
か
ら
小
倉
駅
周
辺

の
９
カ
所
と
北
九
州
空
港
１
カ
所
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。設
置
場
所
は「
銀

河
鉄
道
９
９
９
ま
ち
歩
き
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
完
成

を
記
念
し
て
、
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー
ル

グ
ッ
ズ
」
を
３
種
類
（
ゴ
ム
製
コ
ー

ス
タ
ー
・
紙
製
コ
ー
ス
タ
ー
・
鉄
製

ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
）
作
成
し
ま
し

た
。
ゴ
ム
製
コ
ー
ス
タ
ー
（
メ
ー
テ

ル
柄
１
種
）
と
、
紙
製
コ
ー
ス
タ
ー

（
９
種
１
セ
ッ
ト
）
は
『
銀
河
鉄
道

９
９
９
』
に
ち
な
ん
で
各
９
９
９
円

で
の
販
売
で
す
。
紙
製
コ
ー
ス
タ
ー

『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
ア
ニ
メ
放
映
開
始
40
周
年
記
念
企
画

は
全
て
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の

柄
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

鉄
製
の
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
は
マ
ン

ホ
ー
ル
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
よ
う
な

重
量
感
あ
る
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い

ま
す（
好
評
に
つ
き
完
売
し
ま
し
た
）。

各
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
実
際
に

設
置
さ
れ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
す
。
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
常
設
展
シ
ョ
ッ
プ
の
み
で
の
限
定

販
売
で
、
こ
こ
で
し
か
手
に
入
り
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

Information

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　事務局企画係

日 髙 杏 菜  Anna  Hidaka

【常設展示入館料】
一般400円（320円）　中高生200円（160円）
小学生100円（80円）　小学生未満無料
※（　）内は団体料金
※常設展のみこども文化パスポートの適用あり

【開館時間】
午前11時～午後7時(入館は午後6時30分まで)
※8月のみ午後8時まで開館

【休館日】毎週火曜日
※夏休み期間は無休（7月21日～8月31日）

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

6月12日（火）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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北
九
州
市
立
美
術
館
分
館
で
は
、

８
月
26
日
ま
で
「
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ

ー
リ
」
展
を
開
催
中
で
す
。

　
昨
年
10
月
号
で
も
紹
介
し
た
ブ
ル

ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
（
１
９
０
７
～
98

年
）
は
、
20
世
紀
イ
タ
リ
ア
を
代
表

す
る
芸
術
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、

絵
画
、
彫
刻
か
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ザ
イ
ン
に
、
絵
本
、
子
ど
も
の
た

め
の
遊
具
ま
で
幅
広
い
分
野
の
仕
事

を
手
掛
け
ま
し
た
。

　
日
本
で
最
も
知
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア

人
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
知
る
人
ぞ

知
る
ム
ナ
ー
リ
で
す
が
、
日
本
の
芸

術
家
た
ち
と
の
親
交
も
そ
の
一
助
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、

日
本
に
ム
ナ
ー
リ
を
紹
介
し
た
立
役

者
と
も
い
え
る
、
瀧
口
修
造
。
近
代

日
本
最
大
の
美
術
批
評
家
の
一
人
で

あ
る
瀧
口
は
、
１
９
５
８
年
の
欧
州

旅
行
の
際
に
ム
ナ
ー
リ
の
自
宅
を
訪

ね
て
か
ら
親
交
を
深
め
、
65
年
の
日

本
初
個
展
の
開
催
に
も
尽
力
し
ま
し

た
。
富
山
県
美
術
館
に
は
、
瀧
口
の

旧
蔵
品
約
７
０
０
点
か
ら
な
る
「
瀧

口
修
造
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
置
か
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
本
展

に
出
品
さ
れ
て
い
る
《
旅
行
の
た
め

の
彫
刻
》
（
図
１
）
な
ど
、
ム
ナ
ー

リ
自
身
か
ら
瀧
口
に
贈
ら
れ
た
作
品

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
瀧
口
を
メ
ン
タ
ー
と
す
る
戦
後
の

若
手
芸
術
家
集
団
「
実
験
工
房
」
出

身
で
、
日
本
を
代
表
す
る
前
衛
作
曲

家
で
あ
る
武
満
徹
は
、
ム
ナ
ー
リ
か

ら
贈
ら
れ
た
〈
読
め
な
い
本
〉
の
一

つ
を
使
っ
て
、
音
符
で
は
な
く
、
図

形
・
図
案
に
よ
っ
て
記
譜
す
る
図
形

楽
譜
で
《
ム
ナ
ー
リ
・
バ
イ
・
ム
ナ

ー
リ
》
を
作
曲
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ム
ナ
ー
リ
が
自
身
の
映
像
作
品
へ
武

満
の
音
楽
を
使
う
こ
と
を
瀧
口
に
相

談
す
る
手
紙
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
で
は
《
太
陽
の
橋
》
の
作

者
と
し
て
知
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

福
田
繁
雄
も
、
ム
ナ
ー
リ
に
多
大
な

影
響
を
受
け
た
一
人
で
す
。
60
年
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
デ
ザ
イ

ン
会
議
」
に
参
加
し
た
ム
ナ
ー
リ
が
、

文
字
盤
の
な
い
時
計《
時
間
Ｘ
》（
図

２
）
へ
の
、
時
間
の
分
か
ら
な
い
時

計
な
ん
て
と
い
う
批
判
に
対
し
、
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
「
遊
び
」
で
、
デ

ザ
イ
ン
に
は
自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル
と

同
じ
よ
う
に
「
遊
び
」
が
必
要
だ
と

語
っ
た
こ
と
に
感
激
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
が
、
福

田
作
品
の
特
徴
で
あ
る
「
遊
び
」
の

源
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ム
ナ
ー
リ
も
、
自
身
の
名
前
の
日

本
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
「
無
な

り
」
で
あ
る
こ
と
を
非
常
に
気
に
入

っ
て
著
述
の
中
で
言
及
し
た
り
、
本

展
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
役
に
立
た

な
い
機
械
を
つ
く
っ
た
男 Q

uello 
delle M

acchine Inutili

」
の
出

典
で
も
あ
る
自
作
の
年
譜
（
代
表
作

と
そ
の
主
な
制
作
年
の
列
記
）
の
中

に
「
盆
栽
の
ひ
と Q

uello dei 
Bonsai

」
と
い
う
一
文
が
入
っ
て

い
た
り
、
日
本
で
の
展
覧
会
を
契
機

に
竹
の
花
入
れ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
な

ど
、
日
本
文
化
に
深
い
関
心
を
寄
せ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
展
覧
会

場
で
も
、
折
り
た
た
ん
で
小
さ
く
す

る
こ
と
の
で
き
る
《
旅
行
の
た
め
の

彫
刻
》
や
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、
日
本

の
伝
統
的
な
見
立
て
に
通
じ
る
《
み

た
て
の
石
》
（
図
３
）
、
表
意
文
字

ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
と
日
本

Event
学芸員による 
ギャラリートーク

【日時】6月24日(日)、
7月8日（日）、7月22日（日）　
各回午後２時～

【会場】北九州市立美術館分
館展示室（リバーウォーク
北九州5F）
※事前申し込み不要、ただ
し本展観覧料が必要です

図1　《旅行のための彫刻》1965年　
富山県美術館

図3　《みたての石》1985年　特定非営利活動
法人市民の芸術活動推進委員会

図4　《木々》1993年　バッコリ・コレクション

Ⓒ Bruno Munari. All rights reserved to Maurizio Corraini srl. Courtesy by Alberto Munari

図2　《時間Ｘ》1963年　
ジャックリーン・ヴォドツ・エ・
ブルーノ・ダネーゼ財団　 
Photo by: Roberto Marossi. 
Courtesy Fondazione Jacqueline 
Vodoz e Bruno Danese

Information
ブルーノ・ムナーリ　役に立たない機械をつくった男

【会期】6月23日(土)～8月26日(日)　※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時(入館は午後5時30分まで)
【観覧料】一般1100(900)円　高大生600(400)円　 
小中生400(300)円
※たんけんパスポート、こども文化パスポートの適用あり
※(　)内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免

【お問合せ】北九州市立美術館分館　093(562)3215

へ
の
関
心
を
示
す
《
木
々
》（
図
４
）

な
ど
、
そ
こ
こ
こ
で
日
本
文
化
と
の

不
思
議
な
共
通
点
が
見
つ
か
る
で
し

ょ
う
。

　
展
覧
会
は
、
未
来
派
に
参
加
し
て

い
た
最
初
期
の
絵
画
か
ら
、
最
晩
年

の
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ま
で
、
作
品
約
３
０

０
点
で
構
成
さ
れ
、
ム
ナ
ー
リ
の
造

形
理
念
の
再
検
証
を
試
み
て
い
ま
す
。

有
用
無
用
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
な

発
想
で
、
生
涯
「
役
に
立
た
な
い
機

械
を
つ
く
っ
た
男
」
、
ブ
ル
ー
ノ
・

ム
ナ
ー
リ
の
世
界
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

奥田亜希子 Akiko Okuda
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6月6日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information
市制55周年記念 
北九州市立文学館第26回特別企画展 

「まど・みちおのうちゅう」
【開催期間】７月21日(土)～９月17日(月・祝)
【開館時間】午前９時30分～午後６時(入館は午後５時30分まで)　
※７月21日(土)は午前10時30分から

【休館日】月曜日(最終日９月17日は開館)
【観覧料】大人500円　中高生200円　小学生100円　
※こども文化パスポートの適用あり

【お問合せ】北九州市立文学館　
北九州市小倉北区城内４の１　093(571)1505

まど・みちお　
1909 ～ 2014年（1992年撮影）

ぞう（さん） 　1977年7月（周南市美術博物館蔵）

　
文
学
館
は
こ
の
夏
、
詩
人
の
ま
ど

・
み
ち
お
を
紹
介
す
る
特
別
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
今
も
子
ど
も
た
ち

に
口
ず
さ
ま
れ
る
「
ぞ
う
さ
ん
」
、

「
や
ぎ
さ
ん 

ゆ
う
び
ん
」
、
「
ふ
し

ぎ
な 

ポ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
童
謡
詩
の
作

者
と
し
て
知
ら
れ
る
ま
ど
は
、
童
謡

詩
以
外
に
も
、
多
く
の
詩
や
絵
画
を

残
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ど
の

詩
人
と
し
て
の
足
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ど
・
み
ち
お
（
本
名
・
石
田
道

雄
）
は
、
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
、

山
口
県
の
徳
山
町
（
現
・
周
南
市
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
10
歳
か
ら
家
族

と
共
に
台
湾
に
住
み
、
台
北
州
立
台

北
工
業
学
校
に
入
学
。
こ
の
頃
か
ら

す
で
に
仲
間
と
同
人
誌
を
発
行
し
詩

の
創
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
業

後
、
台
湾
総
督
府
に
就
職
し
た
ま
ど

は
、
34
（
昭
和
９
）
年
、
北
原
白
秋

の
講
演
を
聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
童
謡
を
試
作
し
、
絵
本
雑
誌
「
コ

ド
モ
ノ
ク
ニ
」
に
投
稿
。
「
ラ
ン
タ

ナ
の
籬か

き

」
、
「
雨
ふ
れ
ば
」
の
２
編

が
白
秋
に
よ
り
特
選
に
選
ば
れ
ま
す
。

ま
ど
の
才
能
を
惜
し
ん
だ
与
田
凖
一

（
詩
人
、
児
童
文
学
者
）
か
ら
上
京

の
勧
め
を
受
け
る
も
、
ま
ど
は
台
湾

に
残
り
、
働
き
な
が
ら
同
人
誌
「
昆

虫
列
車
」
や
雑
誌
「
子
供
の
文
庫
」

を
発
行
す
る
な
ど
詩
や
童
謡
の
創
作

を
続
け
ま
し
た
。
戦
争
を
経
て
、
日

本
に
戻
っ
た
の
は
終
戦
の
翌
年
で
し

た
。
ま
ど
の
こ
と
を
変
わ
ら
ず
気
に

か
け
て
い
た
与
田
の
誘
い
で
、48（
昭

和
23
）
年
、
婦
人
画
報
社
に
入
社
、

翌
年
、
子
会
社
の
チ
ャ
イ
ル
ド
ブ
ッ

ク
社
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
「
チ
ャ

イ
ル
ド
ブ
ッ
ク
」
（
「
コ
ド
モ
ノ
ク

ニ
」
を
誌
名
変
更
し
て
復
刊
）
の
編

集
長
に
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
ま
す
。
す
ぐ
に
同

誌
の
発
行
が
国
民
図
書
刊
行
会
（
現

・
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
）
に
変
わ
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
ま
ど
も
同
社
社
員
と

し
て
10
年
間
編
集
に
携
わ
り
、
雑
誌

「
新
児
童
文
化
」
の
カ
ッ
ト
な
ど
も

手
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
間
も
童
謡
を

中
心
に
創
作
を
続
け
、52
（
昭
和
27
）

年
に
は
、依
頼
を
受
け
て
書
い
た「
ぞ

う
さ
ん
」
（
團だ

ん

伊い

玖く

磨ま

作
曲
）
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
う
た
の
お
ば
さ
ん
」

で
初
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ど
は
50
歳
で
会
社
を
退
社
し
、

創
作
活
動
に
専
念
し
ま
す
。
特
に
52

歳
ご
ろ
か
ら
３
年
間
は
集
中
し
て
絵

画
制
作
に
取
り
組
み
、
１
０
０
点
余

り
を
描
き
ま
し
た
。

　
68
（
昭
和
43
）
年
、第
１
詩
集
『
て

ん
ぷ
ら
ぴ
り
ぴ
り
』
を
出
版
、
同
年

第
６
回
野
間
児
童
文
芸
賞
を
受
賞
し

ま
す
。
ま
た
、
94
（
平
成
６
）
年
、

日
本
人
で
初
め
て
国
際
ア
ン
デ
ル
セ

ン
賞
作
家
賞※

を
受
賞
、
作
品
は
世
界

で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ど
は
、随
筆
で
自
身
の
詩
を「
不

思
議
が
り
を
集
め
た
よ
う
な
も
の
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。
人
、
動
植
物

か
ら
石
こ
ろ
、
空
気
に
い
た
る
ま
で
、

存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
他
の

何
も
の
に
も
代
わ
る
こ
と
が
で
き
な

い
点
で
同
じ
価
値
が
あ
る
と
捉
え
、

「
全
体
が
こ
ん
な
に
美
し
い
バ
ラ
ン

ス
を
も
っ
た
宇
宙
」
の
不
可
思
議
さ

を
詩
で
表
現
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
を　
ひ
と
つ

　

こ
こ
に　
お
く
と

　

リ
ン
ゴ
の

　

こ
の　
大
き
さ
は

　

こ
の　
リ
ン
ゴ
だ
け
で

　

い
っ
ぱ
い
だ

　

リ
ン
ゴ
が　
ひ
と
つ

　

こ
こ
に　
あ
る

　

ほ
か
に
は

　

な
ん
に
も　
な
い

北
九
州
市
立
文
学
館
第
26
回
特
別
企
画
展

「
ま
ど
・
み
ち
お
の
う
ち
ゅ
う
」

　

あ
あ　

こ
こ
で

　

あ
る
こ
と
と

　

な
い
こ
と
が

　

ま
ぶ
し
い
よ
う
に

　

ぴ
っ
た
り
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
リ
ン
ゴ
」

　
企
画
展
で
は
、
ま
ど
の
生
涯
を
自

筆
の
日
記
、
創
作
ノ
ー
ト
、
詩
が
掲

載
さ
れ
た
児
童
雑
誌
な
ど
の
資
料
や

写
真
、
絵
画
で
た
ど
り
ま
す
。
言
葉

（
詩
）
と
絵
を
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
で
、ま
ど
が
見
て
い
た「
う

ち
ゅ
う
」
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た

だ
け
る
企
画
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

※　

 

児
童
文
学
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も
い
わ
れ
、「
作
家
賞
」

「
画
家
賞
」の
２
部
門
が
あ
る
。
作
家
賞
受
賞
者
に

は
ム
ー
ミ
ン
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン

ソ
ン
な
ど
が
い
る
。
ま
ど
に
続
く
作
家
賞
の
日
本

人
受
賞
者
は
、
上
橋
菜
穂
子（
２
０
１
４
年
）、
角

野
栄
子（
２
０
１
８
年
）

hiroba
文芸

ようこそ文学館へ
北九州市立文学館　学芸員

小　野　　恵 Megumi Ono
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6月12日（火）午前12時が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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「
演
劇
部
」
は
、
数
あ
る
部
活
の

中
で
も
か
な
り
〝
癖
の
強
い
〟
部
活

で
あ
る
と
思
う
。
文
化
部
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
入
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実

際
は
ジ
ャ
ー
ジ
が
必
需
品
の
体
育
会

系
で
あ
る
。
作
品
を
創
っ
て
い
く
過

程
で
、
も
め
ご
と
が
起
こ
っ
て
空
中

分
解
の
危
機
、
な
ど
と
い
う
事
態
も

珍
し
く
は
な
い
。
演
出
か
ら
〝
ダ
メ

出
し
〟
を
さ
れ
て
、
自
分
の
存
在
を

否
定
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ

て
悩
ん
だ
り
も
す
る
。
〝
な
ぐ
り
〟

や
〝
ば
み
り
〟
の
よ
う
な
専
門
用
語

を
使
っ
て
会
話
す
る
こ
と
が
ち
ょ
っ

と
だ
け
誇
ら
し
く
感
じ
ら
れ
た
り
、

舞
台
を
観み

に
行
く
と
つ
い
つ
い
天
井

を
見
上
げ
て
、
照
明
機
材
を
確
認
す

る
自
分
を
楽
し
ん
だ
り
は
、
「
演
劇

部
あ
る
あ
る
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
自
分
と
は
違
う
誰
か
と
一
緒
に
、

一
つ
の
作
品
を
創
り
上
げ
る
と
い
う

行
為
は
、
時
に
苦
し
い
作
業
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
苦
し
さ
を
楽
し

い
と
感
じ
、
よ
り
高
み
を
目
指
す
、

そ
ん
な
高
校
生
た
ち
が
集
う
イ
ベ
ン

ト
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

５
月
４
日
、
北
九
州
芸
術
劇
場
中
劇

場
で
行
わ
れ
た
。
『
高
校
演
劇
春
フ

ェ
ス
18
』
で
あ
る
。

　
上
演
時
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

が
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
の
大
会
と

は
違
い
、
自
由
な
演
劇
表
現
を
楽
し

み
、
舞
台
を
、
そ
し
て
劇
場
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で
始
め
ら

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
演
劇
部
の

生
徒
に
と
っ
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
中
の
お
楽
し
み
に
な
り
つ
つ
あ

る
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
数
年
前
か
ら
、
北
九
州
地

区
以
外
の
意
欲
的
な
、
優
れ
た
作
品

を
創
る
学
校
の
上
演
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
北
九
州
地
区
の
演
劇
部

員
た
ち
に
大
い
な
る
刺
激
を
与
え
て

く
れ
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
、
小
劇

場
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
増
え
て

い
く
観
客
に
対
応
す
る
べ
く
、
今
年

は
中
劇
場
で
行
わ
れ
た
。

　
上
演
校
は
４
校
、
い
ず
れ
も
工
夫

を
こ
ら
し
た
作
品
を
ひ
っ
さ
げ
て
の

参
加
だ
っ
た
。

　
福
岡
市
か
ら
、
中
村
学
園
女
子
高

等
学
校
『
絢け

ん

爛ら
ん

と
か
爛ら

ん

漫ま
ん

と
か
（
モ

ダ
ン
ガ
ー
ル
版
）
』
（
作
：
飯
島
早

苗
）
。

　
長
崎
県
か
ら
は
、
昨
年
度
の
九
州

大
会
（
第
59
回
九
州
高
等
学
校
演
劇

研
究
大
会
）
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
、
創
成
館
高
等
学
校
『
髪
を
梳と

か

す
八
月
』
（
作
：
塚
原
政
司
）
。

　
北
九
州
市
か
ら
は
、
東
筑
高
等
学

校
が
『
Ｊ
Ｋ
オ
・
レ
』
（
作
：
尾
野

春
菜
）、明
治
学
園
高
等
学
校
が
『
き

ら
き
ら
２
０
１
７
』
（
作
：
石
田
優

季
子
）
を
上
演
し
た
。

　
長
崎
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
る
直
前

の
人
々
の
営
み
を
描
い
た
創
成
館
高

等
学
校
の
作
品
は
、
舞
台
上
の
掛
け

時
計
が
、
上
演
中
に
リ
ア
ル
に
時
を

刻
み
続
け
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
11

時
２
分
を
指
し
た
と
こ
ろ
で
終
演
す

る
、
と
い
う
、
な
ん
と
も
劇
的
な
工

夫
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
。

　
中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
の
作
品

の
舞
台
は
昭
和
初
期
。
「
時
代
」
を

表
現
す
る
た
め
に
、
衣
装
や
舞
台
装

置
な
ど
も
き
っ
ち
り
と
吟
味
さ
れ
、

丁
寧
に
創
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
県
大
会
で
「
既
成
の
作
品

に
挑
戦
し
た
こ
と
」
を
評
価
さ
れ
た

と
聞
く
が
、
確
か
に
、
「
既
成
」
を

し
っ
か
り
自
分
た
ち
の
世
界
に
引
き

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
力
を
感
じ
た
。

　
北
九
州
地
区
か
ら
参
加
の
東
筑
高

等
学
校
、
明
治
学
園
高
等
学
校
は
、

等
身
大
の
高
校
生
の
世
界
を
、
自
分

た
ち
な
り
の
言
葉
と
切
り
口
で
表
現
。

舞
台
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
客
席

に
ま
で
伝
わ
る
、
良
い
熱
を
持
っ
た

作
品
だ
っ
た
。

　
な
に
よ
り
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

会
場
と
な
っ
た
中
劇
場
の
雰
囲
気
だ
。

１
階
席
は
、
多
く
の
高
校
生
で
埋
め

ら
れ
、
そ
こ
か
し
こ
で
、
学
校
間
の

交
流
が
見
ら
れ
た
。
作
品
が
始
ま
る

と
、
み
な
、
頭
一
つ
動
か
さ
ず
に
集

中
し
て
舞
台
に
見
入
っ
て
い
る
。
演

劇
に
対
す
る
強
い
「
愛
情
」
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
光
景
だ
っ
た
。

　
今
年
の
北
九
州
地
区
の
大
会
は
10

月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
、
若
松
市
民

会
館
で
行
わ
れ
る
。
一
般
の
方
も
観

劇
可
能
な
の
で
、
高
校
生
た
ち
の
熱

を
感
じ
に
足
を
運
ば
れ
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

『春フェス』の熱

創成館高等学校『髪を梳かす八月』

中村学園女子高等学校
『絢爛とか爛漫とか（モダンガール版）』

東筑高等学校『JKオ・レ』

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka

3

5月31日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information
【チケット料金】
ユーリ・テミルカーノフ指揮
サンクトペテルブルグ・フィルハーモニー交響楽団
庄司紗矢香[ヴァイオリン]
SS席12000円　S席10000円　A席7000円　B席5000円　
Ｕ-25(A&B席)2000円
マイスター・アールト×ライジングスター オーケストラ
小山実稚恵[ピアノ]
S席6000円　A席4000円　U-25(A席)2000円

【お問合せ】北九州国際音楽祭事務局
093(663)6567（午前９時～午後６時／土日祝休）
http://www.kimfes.com 
７月１日（日）午前10時からホームページなどでチケット購
入できます

※
北
九
州
国
際
音
楽
祭
は
、
今

年
度
よ
り(

公
財)

北
九
州
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
が
主
催
し
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
厚
情
賜
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
制
25
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
り

ま
し
た
北
九
州
国
際
音
楽
祭
は
、
本

市
の
秋
を
彩
る
音
楽
の
祭
典
と
し
て

定
着
し
、
市
内
外
よ
り
多
く
の
皆
さ

ま
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
音
楽

祭
へ
と
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
音
楽
祭
も
、
世
界
最
高
峰

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
続
々
登
場

し
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
チ
ッ
ク

・
コ
リ
ア
（
10
月
18
日
）
、
日
本
が

世
界
に
誇
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

竹
澤
恭
子
（
10
月
13
日
）
、
諏
訪
内

晶
子
（
10
月
28
日
）
、
庄
司
紗
矢
香

（
11
月
18
日
）
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の

影
響
を
受
け
た
最
初
の
音
楽
家
と
言

わ
れ
る
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
を
葛
飾
北
斎

の
作
品
と
同
時
に
鑑
賞
す
る
ミ
シ
ェ

ル
・
ダ
ル
ベ
ル
ト
（
11
月
10
日
）
に

よ
る
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
。
響
ホ
ー

ル
が
所
蔵
す
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
使
用

す
る
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
西
山
ま
り
え
（
10
月
22

日
）
。
国
指
定
重
要
文
化
財
の
西
日

本
工
業
倶
楽
部
で
の
歌
曲
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
小
森
輝
彦
（
11
月
２
日
）
。

本
市
出
身
で
Ｎ
響
第
１
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー 

篠
崎
史
紀
が
率
い
る
マ
イ

ス
タ
ー
・
ア
ー
ル
ト
×
ラ
イ
ジ
ン
グ

ス
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
人
気
実
力

と
も
兼
ね
備
え
た
小
山
実
稚
恵
を
迎

え
た
コ
ン
サ
ー
ト
（
11
月
23
日
）
な

ど
百

ひ
ゃ
っ

花か

繚り
ょ
う

乱ら
ん

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
す
。

　
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団　
ユ
ー
リ
・

テ
ミ
ル
カ
ー
ノ
フ
指
揮　
庄
司
紗
矢

香
〔
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〕

（
11
月
18
日
（
日
）
午
後
３
時
開
演

／
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
）

　
ロ
シ
ア
最
高
峰
の
マ
エ
ス
ト
ロ
、

今
年
80
歳
の
ユ
ー
リ
・
テ
ミ
ル
カ
ー

ノ
フ
が
30
年
間
と
も
に
歩
ん
だ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
自
身
に
と
っ
て
大
切
な

曲
と
い
う
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
交
響
曲

第
２
番
を
携
え
て
来
北
。
日
本
で
も

人
気
の
曲
で
す
が
、
テ
ミ
ル
カ
ー
ノ

フ
曰い

わ

く
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
よ
り

も
ロ
シ
ア
的
な
作
曲
家
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
世
界
を
席
巻
し
続
け
る
庄
司
紗

矢
香
も
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
で
登
場
。
テ
ミ
ル
カ
ー
ノ

フ
と
庄
司
の
厚
い
信
頼
関
係
の
上
で
、

こ
の
名
曲
を
聴
け
る
と
は
！　
心
ゆ

さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
な
あ
の
瞬
間
を
お

聴
き
逃
し
な
く
。

マ
イ
ス
タ
ー
・
ア
ー
ル
ト
×
ラ
イ
ジ

ン
グ
ス
タ
ー 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後
３
時

開
演
／
響
ホ
ー
ル
）

　
本
市
出
身
で
Ｎ
響
第
１
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
の
篠
崎
史
紀
率
い
る
本

音
楽
祭
オ
リ
ジ
ナ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
公
演
。
東
京
都
交
響
楽
団
第

２
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
首
席
奏
者
の
双
紙

正
哉
、
同
楽
団
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
首
席
奏

者
の
長
哲
也
、
国
立
音
楽
大
学
講
師

の
田
中
香
織
ほ
か
本
市
出
身
で
全
国

的
に
活
躍
す
る
演
奏
家
も
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
集
し
ま
す
。
こ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
特
徴
は
指
揮
者
を
置
か
な

い
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
闊か

っ

達た
つ

な
演

奏
が
生
ま
れ
、
縦
横
無
尽
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
力
に
は
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
で

す
。
今
年
は
響
ホ
ー
ル
開
館
25
周
年

を
記
念
し
て
小
山
実
稚
恵
を
ソ
リ
ス

ト
に
迎
え
ま
し
た
。
曲
目
は
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
皇
帝
」
と
「
英
雄
」。

『
傑
作
の
森
』
と
呼
ば
れ
る
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
の
中
で
最
も
充
実

し
た
最
高
期
に
作
曲
さ
れ
た
２
曲
で

す
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
こ
の
名
曲
を

指
揮
者
な
し
で
ど
の
よ
う
に
聴
か
せ

て
く
れ
る
の
か
、
期
待
が
高
ま
り
ま

す
！

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

小山実稚恵 
ⒸWataru Nishida

篠崎史紀　
Ⓒ三浦興一

マイスター・アールト×
ライジングスター オーケストラ
イメージ写真

サンクトペテルブルグ・フィルハーモニー交響楽団

ユーリ・テミルカーノフ庄司紗矢香 
ⒸKishin Shinoyama
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6月6日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

戸畑祇園大山笠行事　
ユネスコ無形文化財遺産、国指定重要無形民俗文化財

（戸畑区）〈画：西川幸夫〉
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2018北九州国際音楽祭
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ

音楽｜いろはにぴあの

7
July
2018
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5月31日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


